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HRテクノロジー活⽤⽀援
- HRテクノロジーを活⽤したデータ・ドリブンHRの実現により⼈材マネジメントの⾼度化を図ります -

担当者の⻑年の経験・勘に基づき実施されてきた⼈事に、 HRテクノロジーを活⽤して、データ分析の発想を
持ち込む、いわゆる「データ・ドリブンHR」が求められるようになってきています。
HRテクノロジー導⼊前に、まずは現状の⼈材マネジメントの課題を分析した上で、”どのような⼈材マネジメン
トを志向するか”を定めることが⼤切です。その上で、あるべき姿の実現に向けてHRテクノロジーの活⽤指針を
定め、導⼊・活⽤することが重要です。

1 ⼈事にもデータ解析が求められる時代に

2 戦略⼈事を実現するためのデータ・ドリブンHR
データを基にした課題把握と、解決施策の⽴案を⾏うことで、これまで⼈事担当者の経験や勘に頼ってきた
⼈材マネジメントを⾼度化させることが可能となります。
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4 ⼈事データ分析⽀援時のスケジュール（⽬安）

3 コンサルティングテーマ

フェーズⅣ
⼈事施策策定

フェーズⅢ 
データ分析

フェーズⅡ 
データ収集・整理

• データ確認・整理
• 追加データ取得
⁃ 追加でデータ取得

が必要な場合に実施
（サーベイ等）

フェーズⅠ 
課題の特定

• 課題の具体化
• 分析仮説構築
⁃ 課題の原因を分析

仮説としてモデル化

• 分析⼿法の検討
• データ分析の実施
• 分析結果の解釈
⁃ 分析結果は実態に

即しているか否か、
現場も交えて議論

• ⼈事施策策定⽀援
⁃ 効果的な⼈事

施策策定に向けて、
ワークショップ等を実
施

概
要

成
果
物

⼈事データ分析報告書 ⼈事施策
グランドデザイン

2カ⽉間 2カ⽉間1カ⽉間 2カ⽉間

⼈材マネジメント上の課題の原因特定から解決策導出まで、⼈事データ分析を通じて⽀援します。
⁃ 退職要因・リスク分析 ︓退職する要因を特定し、その対応策を講じられるようにします。
⁃ ハイパフォーマー分析 ︓優秀な⽅の要件を特定し、採⽤基準の最適化などを⾏います。
⁃ ⼈材配置分析 ︓部署ごとに上司・部下のマッチングを分析し、最適な⼈材配置を実現します。

⼈事データ分析⽀援例

退職要員分析（イメージ）

データ・ドリブンHRの実現に向けて、以下のコンサルティングサービスを提供しています。

定量的な分析と定性的な分析を組み合わせて、課題を明らかにします。

定量分析（統計解析） 定性分析（インタビュー）


